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敏
郎 

議
員�

　
山
碕
町
政
は
、
手
段
と
目

的
の
混
同
・
あ
ま
り
に
も
言

葉
が
軽
す
ぎ
る
・
重
要
課
題

に
町
長
の
姿
が
見
え
な
い
な

ど
、
理
念
な
き
ダ
ッ
チ
ロ
ー

ル
状
況
だ
。�

　
「
や
る
べ
き
こ
と
を
放
置

す
る
と
罪
に
な
る
」
と
い
う

観
点
に
た
ち
、
町
政
執
行
に

責
任
を
も
つ
べ
き
だ
が
、
ど

う
か
。�

�

山
碕 

英
樹 

町
長�

　
町
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、

町
民
の
思
い
を
し
っ
か
り
胸

に
と
め
、
言
葉
が
軽
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
町
民
の

皆
様
方
の
福
祉
向
上
に
向
け

最
善
を
尽
く
す
決
意
だ
。�

�

安
部
議
員�

　
25
億
円
を
投
じ
て
島
根
県

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
神
々

の
国
し
ま
ね
〜
古
事
記
１
３

０
０
年
〜
」
が
平
成
22
年
度

か
ら
４
年
間
行
わ
れ
る
。�

　
雲
南
地
域
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ

ロ
チ
伝
説
の
舞
台
だ
が
、
本

町
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
等

に
記
載
が
無
く
、
出
雲
風
土

記
に
琴
引
山
や
三
瓶
山
が
出

て
く
る
程
度
で
、
本
町
の
埋

没
が
危
惧
さ
れ
る
。�

　
県
は
市
町
村
に
対
し
、
職

員
の
派
遣
と
５
億
円
を
負
担

す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

地
理
的
に
出
雲
地
方
の
南
の

玄
関
口
で
あ
る
当
町
に
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で

き
る
の
か
。�

　
関
係
団
体
に
よ
り
推
進
協

議
会
を
計
画
し
て
い
る
が
、

歴
史
的
観
光
資
源
を
ど
う
売

り
込
む
の
か
。
�

�

山
碕
町
長�

　
職
員
の
体
制
上
、
派
遣
は

行
わ
な
い
。�

　
雲
南
広
域
連
合
を
中
心
に

一
市
二
町
で
協
議
中
だ
が
、

本
町
で
は
万
葉
の
植
物
を
楽

し
む
取
組
み
を
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
と
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。�

安
部
議
員�

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
に
は
、
効
率
的
、

弾
力
的
な
行
政
運
営
が
必
要

だ
。
全
国
的
に
多
く
の
自
治

体
で
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
。�

　
本
町
も
総
合
振
興
計
画
に

導
入
す
る
と
あ
る
が
、
対
応

は
。�

�

山
碕
町
長�

　
年
度
は
定
め
て
い
な
い
が
、

今
後
具
体
的
な
こ
と
は
定
め

て
い
く
。�

�

古市工業団地�

1011

※
そ
の
ほ
か
「
雪
害
の
対
策
本

部
設
置
の
基
準
と
連
坦
地
の
除

雪
対
策
に
つ
い
て
」
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。�

安
部 

誠
也 

議
員
�

　
合
併
直
前
の
赤
来
町
時
代

に
サ
プ
ロ
島
根
は
誘
致
さ
れ
、

約
１
億
円
を
も
っ
て
古
市
工

業
団
地
が
造
成
さ
れ
た
。�

　
用
地
造
成
に
つ
い
て
は
議

会
に
も
議
決
責
任
が
あ
る
が
、

議
案
提
出
後
１
時
間
で
賛
否

を
問
わ
れ
、
議
会
軽
視
と
言

わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。�

　
当
初
は
パ
ー
ト
を
含
め
１

３
５
人
の
雇
用
と
４
億
３
３

９
０
万
円
の
経
済
波
及
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

７
年
目
の
現
在
、
約
20
億
円

を
失
っ
た
計
算
に
な
る
が
、

責
任
を
感
じ
て
い
る
の
か
。�

　
町
長
の
肝
入
り
で
企
業
立

地
し
た
経
過
か
ら
一
刻
も
早

く
こ
の
土
地
を
活
用
す
る
べ

き
だ
が
。�

�

山
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英
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町
長�

　
サ
プ
ロ
島
根
は
計
画
に
程

遠
い
状
況
で
、
責
任
を
感
じ

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。�

　
新
た
な
企
業
誘
致
に
向
け

情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
が

可
能
性
の
あ
る
企
業
は
な
い
。�

���
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石
原
議
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私
は
、
本
庁
方
式
を
と
る

べ
き
だ
と
い
う
立
場
だ
が
、

庁
舎
建
設
に
は
反
対
だ
。
　

　
次
の
町
長
選
は
平
成
25
年

１
月
だ
が
、
直
後
に
新
庁
舎

を
建
設
す
る
の
は
、
将
来
を

大
き
く
左
右
す
る
の
で
思
い

と
ど
ま
る
べ
き
だ
。�

　
町
民
に
賛
否
を
聞
い
て
も

賛
成
者
は
い
な
い
が
、
こ
の

実
態
を
ど
う
と
ら
え
る
。�

�

山
碕
町
長�

　
新
庁
舎
建
設
は
、
有
利
な

借
金
で
あ
る
合
併
特
例
債
を

予
定
し
て
い
る
が
、
利
用
期

限
が
平
成
26
年
度
ま
で
で
、

私
の
任
期
云
々
で
は
な
い
。�

　
賛
成
者
が
い
な
い
と
い
う

が
、
庁
舎
は
何
十
年
の
拠
点

施
設
と
な
る
も
の
だ
。�

　
国
の
財
政
や
地
方
の
財
政

状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
財

政
措
置
が
あ
る
今
、
整
備
す

る
と
い
う
観
点
だ
。�

「もりのす」のマクロビオティック料理�

石
原
議
員
�

　
サ
プ
ロ
島
根
へ
対
し
、
町

出
資
に
よ
る
三
セ
ク
化
実
施
、

経
営
悪
化
に
３
０
０
０
万
円

を
貸
付
、
経
営
陣
の
相
次
ぐ

交
代
を
看
過
す
る
な
ど
失
態

続
き
だ
。
ま
た
、
今
議
会
の

サ
プ
ロ
に
関
す
る
補
正
予
算

は
、
典
型
的
な
問
題
先
送
り

と
悪
質
な
救
済
策
で
非
常
識

だ
が
。�

�

山
碕
町
長�

　
町
の
活
性
化
に
有
効
な
事

業
で
あ
り
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

た
い
と
の
思
い
で
対
応
し
て

き
た
が
、
現
在
の
経
営
状
況

は
非
常
に
厳
し
く
、
結
果
が

で
て
い
な
い
以
上
ご
指
摘
は

真
摯
に
受
け
と
め
る
。�

　
会
社
は
今
、
運
営
全
般
の

抜
本
的
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
待
っ
て
対

応
す
る
。�
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